
尖
閣
列
島
問
題
の
平
和
的
解
決
へ

呼
び
か
け
人
と
し
て
ジ
ェ
ー
ム
ス
三

木
山
や
山
田
洋
次
さ
ん
な
ど
十
名
が

ア
ピ
ー
ル
を
発
表
し
、
日
中
友
好
協

会
大
阪
府
連
も
こ
の
賛
同
署
名
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

早
速
、
賛
同
署
名
へ
の
ひ
と
こ
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

｢

平
和
友
好
条
約
の
条
項
に
基
づ
き
、

日
中
両
国
が
平
和
的
解
決
を
目
指
し
、

直
ち
に
話
し
合
い
を
始
め
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す｣

原
水
爆
禁
止
大
阪
府

協
議
会
理
事
長
・
岩
田
幸
雄
さ
ん

｢

一
日
も
早
い
平
和
的
解
決
を
期
待

し
ま
す｣

弁
護
士
・
元
参
議
院
議
員

橋
本
敦
さ
ん

｢

世
界
に
誇
れ
る
憲
法
九
条
を
今
こ
そ

生
か
し
、
四
〇
年
積
み
重
ね
て
き
た

日
中
関
係
の
さ
ら
な
る
発
展
と
尖
閣

問
題
の
平
和
的
早
期
解
決
を
願
い
ま

す｣

関
西
合
同
法
律
事
務
所

｢

相
互
理
解
・
相
互
信
頼
・
相
互
依
存｣

日
中
友
好
協
会
大
阪
府
連
顧
問
・

藤
後
博
巳
さ
ん

｢

話
し
合
い
こ
れ
こ
そ
人
類
に
与
え
ら

れ
た
問
題
解
決
の
方
法
で
す
。
私
た

ち
は
野
蛮
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん｣

今
橋
巳
佐
子
さ
ん
、

｢
非
核
の
政
府
を
求
め
る
大
阪
の
会
」

か
ら
も
賛
同
署
名
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

団
体
・
個
人
を
問
わ
ず
ぜ
ひ
ご
協

力
下
さ
い
。
こ
の
賛
同
署
名
は
全
国

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
第
一
次

締
め
切
り
は
九
月
末
で
す
。

一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
そ
え
て
大
阪

府
連
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

東
大
阪
・
平
和
の
た
め

の
戦
争
展
が
７
月
２
７
〜

２
８
日
の
両
日
市
民
会
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。
「
中

国
か
ら
の
引
き
揚
げ
〜
少

年
た
ち
の
記
憶
」
漫
画
展

も
二
階
に
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
て
全
作
品
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

西
谷
文
和
さ
ん
と
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
留
学
生
と

の
対
談
は
、
平
和
へ
の
願
い
を
講
演

と
映
像
で
紡
ぐ
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

そ
し
て
シ
リ
ア
で
何
が
あ
っ
た
の
か
？

〜
映
像
報
告
と
現
地
青
年
の
体
験
か

ら
学
ぶ
〜
」
で
す
。
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
一
員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
時
、

タ
リ
バ
ン
に
命
を
狙
わ
れ
国
外
に
脱

出
、
現
在
は
同
志
社
大
学
で
学
ん
で

い
る
ア
フ
ガ
ン
の
青
年
と
の
対
談
で

す
。
ア
フ
ガ
ン
の
現
地
の
生
々
し
い

報
告
が
印
象
に
残
り
ま

し
た
。

戦
前
の
遺
品
展
示
に

は
日
中
友
好
協
会
所
蔵

の
「
防
毒
マ
ス
ク
」
な

ど
多
数
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

日
中
友
好
協
会
・
東

大
阪
支
部
も
実
行
委
員

会
の
一
員
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。
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府連通信

十
月
十
一
日
〜
十
五
日
、
「
南
京
・

揚
州
・
鎮
江
・
上
海
」
平
和
の
旅
を

企
画
し
ま
し
た
。

南
京
虐
殺
を
否
定
す
る
反
動
的
な

動
き
の
あ
る
な
か
で
、
記
念
館
を
訪

れ
、
中
国
国
民
へ
の
残
虐
行
為
の
事

実
を
、
現
地
で
学
ぶ
こ
と
は
重
要
で

す
。
今
回
は
鑑
真
和
上
ゆ
か
り
の
揚

州
に
も
行
き
ま
す

ぜ
ひ
多
く
の
方

が
、
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

八
月
末
申
し
込
み
締
め
切
り
で
す
。

十
月
に
日
中
友
好
平
和
の
旅

南
京
・
揚
州
・
鎮
江
・
上
海
へ

ア
ピ
ー
ル
の
賛
同
署
名
に
ご
協
力
を

話
し
合
い
通
じ
て
尖
閣
問
題
の
解
決
を

東
大
阪
戦
争
展
に

漫
画
展
コ
ー
ナ
ー

鑑真で有名な大明寺

「南京・揚州・鎮江・上海」平和の旅

１０/１１(金)関空7：45集合ＡＮＡ・ＮＨ155便

上海から新幹線で南京へ、市内観光

１０/１２(土)南京視察・抗日戦争博物館など

１０/１３(日)大虐殺記念館見学後揚州へ

１０/１４(月)大明寺見学後鎮江から上海へ

１０/１５(火)魯迅公園など市内観光

18：20ＡＮＡ・ＮＨ155便で関空へ

旅行代金/１０名以上

会員価格１０８，８００円

一般価格１１８，８００円

燃油サーチャージ・諸税は約17,500円

現地ではスルーガイドが案内します。

中国語教室はグランフロント北館東側に移転しました、

ヨドバシカメラ北側、東洋ビル本館205・305号室です。

親切丁寧な授業が特徴です。途中入学もＯＫです。

10/7～3/24 週一回・２時間授業・２０回

初心者から上級まで20数クラス有ります

入学金：18,000円、受講料：48,000円

秋の中国語講座へどうぞ
８月６日夕方、九条商

店街で、不再戦・平和と

日中友好を訴えました。

８月４日府連新事務所開きに、

兵庫・和歌山・滋賀からもか

けつけてくれました。茶屋町

での３０年を振り返り、なつ

かしい顔ぶれで懇談しました。



2013年8月15日 日中友好新聞 第２２９６号付録 （昭和25年9月13日第三種郵便物認可）

世
界
の
中
の
中
国
ー

人
間
開
発
指
数
か
ら
み
る

経
済
成
長
と
貧
困

国
連
は
第
二
次
大
戦
後
の
発
展

途
上
国
の
経
済
発
展
の
教
訓
か
ら
、

経
済
開
発
・
経
済
成
長
が
進
め
ば

貧
困
は
自
動
的
に
解
決
さ
れ
る
の

と
い
う
の
で
は
な
く
、
貧
困
の
克

服
の
た
め
に
は
、
そ
の
た
め
の
独

自
の
努
力
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の

結
論
に
達
し
、
１
９
６
０
年
代
に

「
社
会
開
発
」
と
い
う
新
し
い
考

え
方
を
示
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に

は
、
医
療
・
衛
生
・
保
健
、
教
育
、

住
宅
、
社
会
保
障
、
環
境
な
ど
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
（
中
国
は
こ

の
視
点
を
大
切
に
し
て
、
各
種
経

済
統
計
と
並
ん
で
、
社
会
発
展
に

関
す
る
各
種
統
計
を
公
表
し
て
い

ま
す
）
。
そ
の
後
、
こ
の
「
社
会

開
発
」
と
い
う
概
念
を
も
と
に
、

「
国
連
開
発
計
画
」
（U
N
D
P

）
と

い
う
国
連
機
関
の
も
と
に
、
現
在

で
は
「
人
間
開
発
指
数
」
と
い
う

考
え
方
が
定
着
し
、
毎
年
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
。

貧
困
克
服
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
す
る
経
済
社
会
指
標

「
人
間
開
発
指
数
（H

D
I
:
H
u
m
a
n

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
I
n
d
e
x

）
は
、
各
国

の
人
間
開
発
の
度
合
い
を
測
る
新

た
な
も
の
さ
し
と
し
て
発
表
さ
れ

た
、
包
括
的
な
経
済
社
会
指
標
で

す
。
「
人
間
開
発
指
数
」
は
各
国

の
達
成
度
を
、
長
寿
、
知
識
、
人

間
ら
し
い
生
活
水
準
の
三
つ
の
分

野
に
つ
い
て
測
っ
た
も
の
で
す
。

『
人
間
開
発
指
数
』
は
０
と
１
の

間
の
数
値
で
表
さ
れ
ま
す
。
１
に

近
い
ほ
ど
、
個
人
の
基
本
的
選
択

肢
が
広
い
、
つ
ま
り
人
間
開
発
が

進
ん
で
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」

（
こ
の
点
は
０
か
ら
１
に
近
づ
く

ほ
ど
格
差
の
度
合
い
が
大
き
く
な

る
ジ
ニ
係
数
と
は
異
な
る
指
標
で

す
）
＊
。

「
人
間
開
発
指
数
」
の
「
長
寿
」

は
そ
の
国
の
平
均
寿
命
、
「
知
識
」

は
そ
の
国
の
識
字
率
と
総
就
学
率
、

生
活
水
準
は
そ
の
国
の
一
人
当
た

りG
D
P

（
購
買
力
平
価
換
算
）
、
以

上
の
三
つ
を
も
と
に
「
人
間
開
発

指
数
」
と
し
て
指
数
化
さ
れ
ま
す
。

＊
国
連
開
発
計
画
『
人
間
開
発
っ

て
な
に
？
』
サ
イ
ト
か
ら

中
国
は
中
位
国
の
上
位

世
界
各
国
は
こ
の
「
人
間
開
発

指
数
」
の
高
位
国
（0

.
8
0
0

以
上
）
、

中
位
国
（0

.
5
0
0

〜0
.
7
9
9

）
、
低

位
国
（0

.
5
0
0

未
満
）
に
分
類
さ
れ

ま
す
。
２
０
１
２
年
度
で
は
、
世

界
ト
ッ
プ
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
（0.955

）
、

ア
メ
リ
カ
は
三
位
（0

.
9
3
7

）
、
日

本
は
十
位
（0

.
9
1
2

）
、
韓
国
１
２

位
（0

.
9
0
9

）
イ
ギ
リ
ス
２
８
位

（0
.
8
7
5

）
と
続
き
、
ク
ロ
ア
チ
ア

４
７
位
（0

.
8
0
5

）
ま
で
が
「
最
高

位
国
」
。
「
高
位
国
」
に
ロ
シ
ア

５
５
位
（0

.
7
8
8

）
、
キ
ュ
ー
バ
５

９
位
（0

.
7
8
0

）
、
マ
レ
ー
シ
ア
６

４
位
（0
.
7
6
9

）
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
７

１
位
（0
.
7
4
9

）
、
ブ
ラ
ジ
ル
８
５

位
（0
.7
3
0

）
が
含
ま
れ
ま
す
。

中
国
は
「
中
位
国9

5

〜1
4
1

位
」

の
上
位
で
１
０
１
位
、
「
人
間
開

発
指
数
」
は0

.
6
9
9

で
す
。
「
低
位

国
」
は
１
４
２
位
の
コ
ン
ゴ
（0

.
5

3
4

）
か
ら
１
８
６
位
の
ニ
ジ
ェ
ー

ル
（0

.
3
0
4

）
ま
で
、
多
数
を
ア
フ

リ
カ
・
サ
ハ
ラ
以
南
諸
国
で
占
め

て
い
ま
す
＊
。

＊
国
連
開
発
計
画
『
人
間
開
発
報

告
書
２
０
１
３
』
サ
イ
ト
か
ら

中
国
の
後
発
地
域
も

指
数
が
上
昇

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
「
経
済

大
国
中
国
は
人
間
開
発
中
位
国
上

レ
ベ
ル
に
止
ま
っ
て
い
る
の
か
」

と
い
う
感
想
も
あ
る
か
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
平
均

値
で
あ
っ
て
、
や
や
古
く
な
り
ま

す
が
、
中
国
国
内
の
各
省
の
「
人

間
開
発
指
数
」
が
明
ら
か
な
資
料

に
よ
れ
ば
、
１
９
８
０
年
代
初
頭

に
半
分
近
い
省
が
「
下
位
」
に
分

類
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
２
０

０
２
年
で
は
「
下
位
」
分
類
の
省

は
ゼ
ロ
、
「
中
位
の
下
」
が
貴
州
・

チ
ベ
ッ
ト
の
二
地
域
の
み
で
す
。

中
国
は
極
度
の
貧
困
を
克
服
し
な

が
ら
、
全
体
と
し
て
底
上
げ
を
図
っ

て
き
た
姿
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
半
の
省
が
今
や
「
中
位
の
上
」

に
属
し
、
上
海
・
北
京
・
天
津
・

浙
江
・
遼
寧
・
広
東
・
江
蘇
の
六

地
域
は
「
最
高
位
も
し
く
は
高
位
」

に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
＊
。

以
上
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
改

革
・
開
放
以
前
の
中
国
が
い
か
に

貧
困
に
覆
わ
れ
て
い
た
か
、
改
革
・

開
放
後
い
か
に
貧
困
克
服
の
た
め

に
な
さ
れ
て
い
る
努
力
が
大
き
い

か
、
そ
し
て
中
国
は
今
も
な
お
、

世
界
の
中
位
上
に
あ
っ
て
貧
困
克

服
の
課
題
達
成
の
途
上
に
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
＊
左
図
参
照

貧
困
に
応
え
る
シ
リ
ー
ズ
は
、
二

月
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
中
国
は
ど
こ
へ
・
日
中
関
係
の
ゆ

く
え
ー
ー
政
治
・
外
交
・
経
済
徹
底

解
剖
」
の
質
問
に
三
回
に
分
け
て
、

山
本
恒
人
副
会
長
が
連
載
し
ま
す
。

次
回
は
、
②
中
国
の
貧
困
克
服
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

質
問
に
答
え
る
シ
リ
ー
ズ
①

貧
困
克
服
の

た
め
の
中
国
の
一
貫
し
た
努
力

山
本
恒
人


